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はじめに

　　昨年度より、フランス語初級の授業において会話を中心にすえた展開を試みている。

　もう少し正確にいうと、おそらく相当に長い歴史をもつ文法と読本というきちんと２種類

　に分断された形をかなり弱め、読み、書き、話し、聴くという行為がまんべんなく行われ

　るよう、会話面を従来よりはうんと重視し、すべてが会話から始まって会話に集約する

　ような授業形態を求めている、ということである。実際にはこのような授業を昨年になっ

　て急に始めたわけではなく、かなり長きにわたる教育経験と、社会的状況の変遷によ

って、次第に醸成されたものである。　　　　し　　　　　十　　　　＼

　　社会的変遷というのは、ひとつには外国語が西洋の文物を学ぶための教科書のよう

　な役割をほぼ終え七、国際間の相互的なコミュニケーションを果たす手段に変わって

　きたことをさす。今の大学生は海外旅行等の経験があるものが多く、この数は増える一

　方のようである。｢ふらんすはあまりに達し｣ではなく、昔に比べるとフランス(あるいはフ

　ランス語圏)もかなり身近にあるといえる。衛星放送があるので、その気になれば毎日

゜最新めニュースを生で見られるし、インターネットでわずかに数十秒でフランス、カナダ、

　スイス、ベルギーなどのサイトに達し、スキー場のロッジはどこにあり、=今宿泊料金はい

くらなのか、あるいは大の愛好家クラブがどこにありどんな大が好まれているかというよ

　うなことまで写真入りで分かってしまう時代である。いうまでもなく文化は雑多な項の集

　合体であり、文化が一流の文学書や哲学書のみを通じて入ってくるのではなく、視聴丿

　覚すべてに訴えかける総合的なかたちとして流れ込み、またこちらからも容易に発信

　できる時代になったよ

　　また、これはあまりありかたい変化ではないが、学力低下の傾向があることについて

　は、いたずらに迎合することはないが、学生抜きの授業はありえないのだから、学生の

　要求や資質をよく見極めてできるだけのことはしなければならないだろう。フランス語に

　興味がないわけではなく、ほどほどには出し席する者、また数は多くないが非常に熱心
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に取り組む者がおり、この総体をどう教育するかが、むずかしいが努力の必要なところ

である。学生の能力に多少かげりがあって乱＼とにかく時代に応じた授業展開か必要

であろう。　　＼　　　　　　　犬　　　　　　　　　犬　……I　■･■　■■■■　　■■■　　■■■･。

　以下に記す授業プログラムは今まで実際に行つてきたものに基づいたもので、紙上

の実験ではない。これをひとつのモデルとして提示し、ププシス語教育に携わる人々め

参考に供するのが目的である。　　　　　　　　つ　　し　　　　ヶ　　　　　　＼

　　　　１．会話の意義…………回｡万………:=………　…

　会話、あるいは発声を中心にするのは、実は会話そめもめができるようになることだ

けをねらってではない。言語習得の基礎はやはり音声懲あるし、ノギリシア語やラテン語

でさえ、声に出してみないと、何かつかみ所がなくなってしまうのは言語の本質を暗示

し七いる(近年文字論が唱えるように文字面をもっと重視した言語論が必要であるが、

これはまた話が別である)。いわゆるダイレクトメソッドほど極端なものは問題が多すぎ

るが、ほどほどに会話を核にして外国語を学ぶのは理に適っている。外国語を学ぶこ

とにおいて天才ぶりを発揮したシュリーマンはこのこノとを十分に心得でいたようだ。ロシ

ア語を学ぶ際には¬一言もこの言語を解さない耳ダヤ人に金を与えて=聞き手にならせる、

ということまでやった。またあまりに大きい声で勉強するので、他の間借人から苦情が

出て、ロシア語を学習中に二度も住居を変わらねばならなかづた。ジムリム々ンめ場合

は独学ではあるが、擬似的に会話め状況を作うたといえよう。∧し‥‥‥　‥　‥‥

　たとえばフランス語の不規則な動詞の活用をjeのところから表にしたがって覚えて

いくのはかなり効率が悪く、学習意欲を大きくそこねる。これは表に整理するとそうなる、

というだけの話で、実際の会話lにおいて、あるいは読んだりj書いたりするときもだが、活

用表を思い浮かべながらやるわけではないことは言うまでもない。会話においては、特

に入門のレベメレでは、jむﾀﾞとvousのところが身にづけば十分だろう。二人がお互いのこ

とを述べることが多いわけだし、音声的には他の人称も引き出しやすいので、最初は

多少の間違いは気にすることはないだろう。 ‘6りrire'ならj'ecrisとvousecrivezになる

わけだが、tｕとi1はjeめところと同じ音だし、4臨８ぱ如面から引き出せることにやが

て気づくだろう。ｎ８ばUs ecritなどと言ってしまうかもしれないが、学習をやめさえしな

ければ何らかめ形で修正する機会が自然に訪れるものである√　十

　代名詞の語順は他の要素と全部組むとかなり大きい表にならで、とれを考えながら

誰も話すことはできない。ヶていねいな説明を一度はしなければならないが、そのあとは、

表を丸暗記するよりも、最初はごく短い文が咄嵯に出るように何度も言わせることの方

が大事であるﾑ多少の欠損があっても、これもだんだん埋まづ七いくであろう。最初に

身につけさせるべき表現の例は次のような簡単なものである。二十　コ
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　　Je t'aime.　　　　ト　　　　　　　　　ノ　　ト　　　　　　　△　　　　………

　　Je ne Taime pas.　　　　　　エ　＼　し　　　　　　　.･･.･.　・..･.　　　.・　.･.

　　V0U8 lui parlez.　　　　　　　‥‥‥‥‥犬

　　Vous lui donnez un livre?　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥

　　Donnez-moi ce stylo.　　　　　　　　＼∧　　　　＼　上　　し　ニ　　　＼

　　Aidez-moi.　　etc.　　　　　　十　・．．･･．．･･．．･．　　．･．・．　　　･･　　　　．．･．

／否定形で複合過去形、しかも二つの代名詞を使うというような難しいものはずっとあ

とまでやらなくてもいいだろう．フラン不入と自本人を親にもっ児童が日本人も目をまわ

すような、(日本語の)長い複雑な言い回しを訂正され、練習させられるところに偶然出

くわしたことがあるが、これは外国人の勝手な思い込みによる過剰な学習である．同じ

ようなことをしていないか、気をつける必要があるだろう．　ニ　　　　し

　会話は相手というものがいるので、さまざまな印象が生まれる．学生同士が、………

　十Vous venez d'ou?　十　　　　　犬　　　　　レ　　二　　　十‥‥‥　‥‥‥‥‥j　　　六十

　･-Je viens de Kagawa.　　　十　・．･･．　．　　･･．１／‥‥‥　‥‥‥　‥‥‥‥‥

　などの会話をすると、ここで用いられたフランス語は命を吹き込まれたようになる．愛

媛だと思っていたが、香川だうたのか、という実際的情報は、架空の、Anna はポ≒ラ

ンドから来た学生です、などという練習用の文とは全然イこイパクトが違うノ日本人同士

の仏会話には抵抗があるだろうが、これもすぐに慣れてくるし、将来思いがけない国の

人とフランス語で話すこともあるので、これはよい訓練になる．　上　し　ト　……　……

　　Vous aimez quel sport?　　＼　　　十　………………………=……t…………　……､つ

　　― Jaime le judo.　　　　　つ　犬　　／　　＼‥‥‥‥‥‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥‥

　というような会話も学生同士お互いを知るよいきっかけにもなるだろうし、そもそもそう

いうことのために人間は会話をするのではなかつたか．‥‥‥‥‥十＼十六十十土入∧万

　丿問いかけても、相手にされない場合とか、し妙な答えが返うてくる場合も考えられるが、

こういうことに適切に反応できるのも外国語の能力のひとつであるノ………十六:……

　　　　　　　　上　　………2.授業の具体的展開‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥

　会話を中心にした授業が効果的ということが分かづていても、ブ般に実施されない

のは、学生数が多くて教師ひとりで対応することが困難だからであろう6しかし学生数

が仮に20人、あるいは３人ぐらいになっでも学生が受動的な場合はさして状況が変わ

らないことも見落とせない事実であるし、とこはなんとか学生jが→度でも多く発声する

機会を工夫して設けなければならない。との且的にそうた効果的な授業展開のいくつ

かのパターンを以下に提示する。‥‥‥　‥‥‥‥‥==丿万　:=　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　‥‥‥
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　学生は席が決められていない場合、ケ大体仲ぬ良いも]貼ビうし々すわ=石でいるもの/

ヤある√したがつて、△隣同牽Ａ,＼Ｂは平ミこユ土ケ÷ジサ=4ニ才をしやすい状況にあるo………これをj

用いてごく短いごとばのやりとりを何度もさせるム……くj=ニ………ニ………＼＼＼レ＼ニl。ニ/エ………∧レ二レ==＼＼………ケノ＼ニ…………ニニ＼＼j=………＼……=ニ

机上にあるもめエはよい材料であるよ＼直接ご目ニj………に触れニJ1jjニ1万II孚l万ニlI:Iこ=取。ニる.―こと――ニカ5―j―できるもめであjる

かち=√＋分に発音め練習をさせ七おき、………新ニしム=こlンj=)万文法事項が〕出すくるたぴに=幾度も用

ることになる。その辺万は学生=に自==由ﾚにさ=

●後方べ送っていくパタ÷ンＩ
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一概には言えないが、教室の前方にはフランス語を熱心にやろうとする学生が座るﾚ

ことが多い。少なくともフラン不語がかなわないのに最前列に座るというようなことはない。

したがって前方の学生に一種のリーダーシップを取らせ、また後方で遠慮している学

生には心理的圧迫を与えない形で皆に練習させるために、この方法がよい。最前列に

座っている学生には十分に質問となるフランス語の練習をさせておき、残余の学生に

は返答の部分の用意をさせる。

　　　　Quel age avez-vous?

　　　　-･Jai dix･neuf (vingt､vingt etｕｎ､etc.)ansヘ　　ダ　ぐ

質問をした学生は何度も何度も練習できるわけだが、返答する学生も聞くことは聞いて

いるので、やはりよい訓練になる。通常はこれだけでは、少し時間があるし徹底しない

ので、前方の２列目や３列目の学生に同じことをさせる。このときは当然ながらすでに

質問をして歩いた学生は返事をする側にまわることになる。

●後方へ送っていくパターンＨ

Ｙ　　Ｚ

Ｔ　Ｔ

Ｑ　　Ｒ

Ｔ　Ｔ

Ｔ　　　Ｊ

Ｔ　Ｔ

Ａ　　　Ｂ

９　　　　ｈ
ｋ　　ｊ

Ｓ　　　Ｔ

K　　T，

Ｃ　　Ｄ

r.　　　d

Ｔ　Ｔ

Ｕ　　Ｖ

Ｔ　Ｔ

Ｍ　Ｎ
Ｔ　Ｔ

Ｒ　　　Ｆ

「~mi 1

ｐ　　　ｆ
ｋ

Ｗ　　χ

Ｏ　　Ｐ
１　　ｊ

Ｇ　　Ｈ

万このパターンはＩのヴデリエーションのように見えるが、返答したものがすぐに質問

者になる点が大きく異なっている．このやり方はかなり難しく、場合によってはこの流れ

が止まってしまうおそれがあるので、内容は単純で、文構造も最も基本的なものにす

る．　　　　　　・　　　　　　　I･.　　-･　.%　　　　.　　　　　　　　・　　　　　　.･　・.・　I　・　　　　・

　　Quand est-ce que tu rentreras?　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　一一Samedi prochain.　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　六

大というやりとりなら、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　　　十

　　　Tu rentreras?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　し　し

　　　"Oui.

犬ぐらいまで簡単にしないと、先に送れなくなってしまう６また未来形語尾の･rasに意

識を集中させるには、こういう簡略化が必要である．
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●アットランダムなパターン

「石¬

　これは要するに立ち上がってどこへ行って話しても=いいことをあらわしているのだが，

このパターンにはいろいろヴァリエーションがあり，状況によって使い分けたほうがよい

だろう。　　　　　　　　　　ニ　　　　　　＼　　□　＞　＼:　　‥

　○積極的，活発なグループを指定して(前列の横方向だけでなく，特定の縦方向

　　　にそのような集団が発生することがある)自由に歩かせ，やや長めの発言をさせ

　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧●｡　　　　　　･････　　･■････　　　・　・　
■

･･
■　　■

　　　Je voudrais reserver une chambre 帥ｍ･１ニpersりnnes…j

　　　一一D'accord Mademoiselle.

　○空間の許す限り多くの学生をたたせて自:由に誰とでも話させる。座つているもの

　　　に話し掛けるだけでなく，立つているものどうし，出会い頭にとっさに反応させる

　　　ようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　■

　　Bonjour Monsieur (Mademoisell, M. Tanaka, Mile. Yamada, Taro,

　　∧　Hanako, etc.)　ト　　　　　Ｉ　　　　　＼　　つ　＼　＼j　　十　　　　　　　犬

　　　一一Bonjour Monsieixr (Mademoisell, M. Tanaka, Mile. Yamada, Taro,

　Hanako, etc.)　　　　　　　　　　　　ニ　　ニ　ニ　　　　　〉　　　　　　　ノ

　またこれは文構造自体は単純だが反応が難しい会話の練習に有効だろう。次のよう

　なものは，理屈だけでは対処しきれないだろう。これには事前に十分な説明が必要

　なのは言うまでもない。　　　　　　　　　＼　　　　ダ　…………………：　　ニ

　　　Vous etes Japonais?　　　　　　　　　□　………………，　ノ

　　　― Oui, je SUIS Japonais.

　　　Vous n'etes pas Chinois?　　　　　　　　　　十　／　　　　　　ダ

　　　-- Non, je ne 8ui8 pa8 Chinois.　　∧　しｹﾞﾉ=∧　■■■■■■　　　･･｡･･･　　　　　･｡･｡･　　･｡＼
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Voua n'etes pas Japonai8?

･-Si, je 8uis Japonaisト
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　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに一一成果

　　この会話中心の授業による客観的評価は心理学的実験のようにやるわけにいかな

　いから、難しい。しかし、じっと座っているだけの授業から動考回って単鯵でもちゃんと

　実際に即応している会話をクラスメートとする授業への変化はそれなりに成果を上げて

いるのではないかと思う。何よりも教室は生き生きと活気にあふれた感じになるし、こう

づいってはなんだが、あまり外国語をやりたくない学生もその能力と意欲に応じて学習で

きる点もよいのではないだろうか。近年、実用フランス語技能検定試験の受験者は地

丿方の大学としてはかなりの数になり、昨年度の初級のクラスから思いがけず3名の四級

　合格者も出た。過去を振り返ると、まず受験させること自体が難しかったのである。

　　会話から入って、フランス語全体にだんだん熱心になる学生もおり、大変な量のフラ

　ンス語の夏休み日記を提出する者もいる。ことさらに仏作文というと、抵抗があるのだ

：が、自由に自己を表現できるとなると、相当に時間がかかっても長いものが書けるので

　ある。Bonjour、 Ca ｖａ?のような短い表現でも実際に口で使ってみることにより、そうい

　う能動的な学習態度を生むきっかけになりやすいと、考える。必ずしも、すぐに成果ら

八

は長い目でみればよいのではなかろうか。

平成9 (1997)年９月30日受理

平成9 (1997)年12月25日受理
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